
 

 

■ ハナエチゼン・コシヒカリとも減収の中、日本晴は平年並みの収量 ■ 

 

平成２７年産米の作柄は田植え期から出穂期まで天候に恵まれ豊作基調でしたが、８月

中旬以降は気温、日照時間とも平年を下回って経過したため、登熟が不良となり、コシヒ

カリやあきさかりで網下米（屑米）が極めて多くなりました。 

管内９０ヶ所で行った生育展示圃の坪刈り調査の結果では、ハナエチゼンはカメムシ斑

点粒の発生（色彩選別屑米の多発）による収量の低下、コシヒカリ・あきさかりでは登熟不

良（網下米の多発）による減収、日本晴はどちらも少なく平年並みの収量となりました。 

 

１） 生育調査圃脱穀調査データ 

 

 

 

 

 

 

 

２） 農家ヒアリング調査データ  コシヒカリ 456 ㎏/10a あきさかり 453 ㎏/10a 

３） ハナエチゼン 品質結果 

今年はハナエチゼンの幼穂形成期から出穂４日前までの

気温が低く、全体的にもみ殻が小さくなったものの、登熟期

間の気温が高く、日射量についても十分に確保されたこと

で、米粒の発育が良くなり、割れ籾が多く発生しました。そ

の割れ籾の隙間から近年増加傾向にあるカスミカメムシ類

が吸汁したため、斑点米が多く発生し、品質低下を招いただ

けでなく、色彩選別処理の屑米も多くなり、収量が少なくな

ったものと思われます。 

 

■ 斑点米対策 

今年の結果では、ラジコン防除を２回実施した圃場の場合は色

彩選別処理をすれば１等格付けになるものが多く、防除をせずに

畦畔や本田内に雑草が繁茂している圃場では規格外レベルの斑

点粒被害が見られるため、色彩選別処理をしても２等～３等にし

かならない状況でした。 

 このことからも畦畔の草刈りや本田内の後発ヒエの抑制と併

せて、ラジコンヘリによる面的一斉防除を行うことで、斑点粒の

発生量を少なくすることが重要だと思われます。又、６月に収穫

した大麦跡地の草刈り（モアがけ）などで、地域一円の生育密度を

下げることも、近隣圃場への吸汁被害を防ぐことにつながりま

す。 



４） コシヒカリ 品質・食味結果 

コシヒカリの品質（整粒歩合）・食味値は近年になく良好な状況（倉前上位等級比率９３．

６％）で、特別栽培コシヒカリ出荷量の４４．５％（４，７２０俵）がインセンティブ買入制度の対

象となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コシヒカリの食味向上要因については、登熟初期に窒素の吸収が激しく、稲体の窒素

量が少なくなったためと推測されます。又、整粒向上要因は５月中下旬の適期田植えに

よる出穂時期の適正化で、出穂後２０日間の平均気温が２７度を下回ったためと思われま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

又、日照不足の条件下で例年と同じような

収量を確保された方やインセンティブの対象

となった方の栽培方法を分析すると、ケイカ

ルなどのけい酸資材で「土づくり」を実践して

いるケースが多くなっています。ＪＡ管内でイ

ンセンティブのコシヒカリが最も多く生産され

る南条地区の土づくり実施率は５０％を超え

ています。（管内平均２０～３０％） 

 

５） あきさかり 品質結果 

省農薬栽培等のあきさかりについては、いもちなどの病害は

大きな問題とならず、通常の栽培と変わらない収量および高

品質、高食味となりました。（倉前上位等級比率９８．２％） 

又、除草対策とした７月１０日頃まで中干しの開始時期を延ば

す（中干し延期）により、当初心配した本田内の雑草（ヒエ）の発

生も抑えられている圃場がほとんどでした。 
中干し延期 



 カメムシの発生については、７月下旬から８月中旬に出

穂登熟する早生品種で第一世代成虫の加害が多く、稲の

出穂と同時に畦畔から圃場の中に侵入していることがわ

かります。又、９月に入ってから登熟する晩生品種のあきさ

かりや日本晴への加害が極めて少ない理由は、第一世代

の繁殖時に集中して農薬散布を行うことで第二世代成虫

の発生量が少なくなることや、９月に入り平均温度が低下

することで、カメムシの活性も弱まることが要因と思われ

ます。 

 

６） 日本晴 品質の結果 

日本晴については、平年並みの収量や高

品質が確保され、試験的に栽培した山間地

でも収穫時期は９月下旬となり、比較的良い

結果が得られたものの、加工用米の二毛作

栽培で一部減収が見られました。試験区の中

でも土づくり資材の試験圃場では軒並み９

俵以上の高い収量となったことから、ただ単

に日本晴を作付するだけでなく、ケイ酸や加

里の補給なども必要であると思われます。 

 

慣行栽培の場合、２８年産の日本晴はハナ

エチゼンに比べて１俵あたり１，３００円（特栽

の場合：１，５００円）を支払うこととしています。

これは１０a あたりに換算すると１１，８５０円、コ

シヒカリと比べても２，１５０円の所得の拡大と

なります。 

 

 

７） 今後のスケジュール 

１１月中旬 ・・・・・ 基幹支店別説明会 

１１月下旬 ・・・・・ ハナエチゼン生産者個別面談 

１２月上旬 ・・・・・ 担い手農家作付相談 

 

ＴＰＰ閣僚会議が大筋合意に達し、主要５品目として最大の焦点となった米については、

現行の関税は維持されることとなった一方で、米国、豪州向けには年々拡大する無関税

輸入枠が設定され、価格が半分ともいわれるこれらの米が流通すると、国産米の価格は

更に下落する恐れがあります。 

このような中、ＪＡ越前たけふでは寿司用や酒の掛け米などニーズの多い日本晴の一

大産地を形成し、外食業者等との複数年契約の早期締結を目指した「売れる米づくり」を

より一層進めることとしています。 

品種別ＭＡＰ 




